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新しい文化政策プロジェクト 2025 年勉強会シリーズ 

第３回 京都府与謝野町――「分母としての文化政策」の町へ！ 

◆共催 与謝野町 

 

⽇時 9⽉21⽇（⽇）13：30～17：00 

会場 丹後織物 KUSKA、与謝野町有機質供給施設、旧尾藤家住宅 

参加者 山添藤真氏（与謝野町長）、楠泰彦氏（クスカ株式会社社長） 

朝倉由希、大島光春、奥村旅人、蔭山陽太、五⽉女賢司、佐野真由⼦、佐藤万知、鈴木

佳⼦、山田奨治、山本麻友美（以上プロジェクトメンバー）他、20 名 

 

 

 「新しい文化政策プロジェクト」にとって与謝野町は特別な町である。「提言」の最後にある

ように、「社会の分母としての」文化政策が、まずは地方自治体から実践されることを、プロジ

ェクト一同は願ってきた。そして、数ある基礎自治体のなかから、与謝野町の山添藤真町長が最

初にわたしたちにお声がけくださった。山添町長にはこれまでに幾度か勉強会にご参加いただ

き、そしてついに実現したのが今回の与謝野町での勉強会開催であった。 

 勉強会の参加者は、山添町長の案内で町内の三カ所を訪問した。与謝野町は、伝統的な丹後ち

りめんの生産地で知られている。最初の訪問地は、丹後ちりめんをブランド化し国際展開するク

スカ株式会社の工房だった。社長の楠泰彦氏によると、丹後ちりめんは、かつては年間 1000 万

反織られていたものの、現在は 15 万反に減少している。しかし、その品質は依然として高く評

価されており、価格やマーケットに合わせた形でアップデートしていくことで、世界に発信でき

るブランドを作れると楠氏は考えてきた。 

 つづいて、工房での織物づくりの具体的な説明がなされた。工房では、木製の機織機と機械式

のジャカード織機を改良して使用し、デジタル技術を用いて織模様を作り出す技術と、職人の繊

細な手仕事が融合している様⼦がみてとれた。特筆すべきは、地域の⼦育て世代の母親たちを非

常勤で雇用して技術を習得してもらい、やがて⼦育てが一段落すればフルタイムの正社員になっ

てもらうというシステムである。国際的なブランド化を地域密着で達成している、優れた実践例

だと感じた。 

 つづいて、「京の豆っこ肥料」を製造する町営工場に案内された。「京の豆っこ肥料」とは、町

内に進出した豆腐工場から出るおから、米ぬか、魚のあらなどを原料とする独自の肥料で、与謝

野町の自然循環型農業の根幹をなすものだという。この肥料は町内の農家にのみ提供され、現在

は農地の約 20%で利用されている。生産された米を「京の豆っこ米」と名づけ、ブランド化して

いる。食味が高く、全国的な米価格高騰のなかでもさらに高値で取引され、入手困難なほど人気

がある。町内では小中学校やこども園の給食にも利用され、食育や地域特産品の普及につながっ

ている。この取り組みは 25 年つづいているものの、残念ながら収入と維持費のバランスは取れ

ていない。町はこの施設を収益事業ではなく、農業振興のための基幹事業として位置づけ、直営

で維持しているそうだ。 

 その後、「丹後ちりめん街道」にある旧尾藤家住宅に移動し、全員での討論を行った。与謝野

町では、丹後ちりめんを中心とする産業が依然として地域の基盤となっているものの、需要の縮

小や人口減少に対応するために、新しい展開やイノベーションが求められていることが指摘され
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た。一方で、若い世代の一部が町外で学び、経験を積んで戻ってきても、それを十分に活かせな

い現状がある。また、古くから町に根づくひとびとと、外からやって来たひとびとをどうつな

げ、新しい流れを作っていくのかも課題である。 

 住民のひとりは、自身が与謝野町に戻ってきた理由として、丹後ちりめんの存在を挙げた。産

業は衰退しつつあるものの、若い世代が新しい形で挑戦をつづけている姿に刺激を受け、自らも

地域の文化や暮らしのなかで着物を楽しむことや、文化政策に関わることを考えているという。

このように、ちりめん産業は地域アイデンティティの核でありつづけている。 

 山添町長は、政治経験の浅さや若さにもかかわらず町民が町長に選んでくれたのは、「何かを

変えてくれるのでは」という期待からだったのではと振り返った。また、基礎自治体は住民の生

活や文化に最も身近に触れられる場所であること、そして人口 2～3 万人の規模が民主主義にと

って理想的なサイズであるとのルソーの考えを紹介し、現在の与謝野町が民主的な自治の実践に

最適な規模だと強調した。 

 教育の観点からは、伝統工芸の継承は設備や環境がないと難しいこと、また地域行政の担い手

を、意図して育成することは難しいことが指摘された。さらに、交通アクセスの悪さが外部との

交流や移住を阻む要因になっているとの意見もあった。結論として、丹後ちりめんを基軸にしつ

つも、それだけに依存せず、多様なチャレンジや新産業の創出が必要だという認識が示された。 

 最後に、報告者の感想を記したい。山添町長もクスカの楠社長も、まだ若いときに与謝野町を

離れ、外で多くの経験を積んで故郷に戻り、新しい考えを持ち込んで地域を活気づけている方々

である。そのようなさまざまな生き方ができること、すなわち「提言」２にある「生き方の選択

肢が多い社会」であることは、重要な「文化政策」だとの思いを強くした。 

 もっとも、町内に数時間滞在しただけの者に、町のことがすべてわかるとも思えない。今回、

見聞したことに匹敵する素晴らしい取り組みがほかにもあるだろうし、外からはみえにくい課題

もあることだろう。プロジェクトとして、今後も与謝野町と関わりを持ちながら、「新しい文化

政策」の実践に歩みを進めていくことができればと思う。        （文責：山田奨治） 


